
船舶事故調査報告書 

令和７年１１月１９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年５月９日 １２時２０分頃 

発生場所 滋賀県彦根市彦根港 

 松原四等三角点から真方位２７８°８９０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°１７.１′ 東経１３６°１４.８′） 

事故の概要  旅客船Kirari
キ ラ リ

は、岸壁に接近中、無人の状態で係留中の旅客船第５

わかあゆに衝突した。 

事故調査の経過 令和７年５月１５日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 旅客船 Kirari、１１７.４２トン 

   １２６４４３、近江トラベル株式会社 

Ｂ 旅客船 第５わかあゆ、６２トン 

   １２６４９１、近江トラベル株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級（航海）（履歴限定） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾部ハンドレールに曲損 

Ｂ 右舷船首部にペイント剝離 

 気象・水象 気象：天気 曇り、風向 南東、風速 約６m/s、視界 良好 

水象：湖上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、彦根港北側の岸壁（以下単に「岸壁」という。）西端付近

に入船左舷着けで係留されていた。 

 Ａ船は、船長及び機関長が乗り組み、遊覧準備のため、岸壁東端付

近にある‘二つの遊覧船乗り場のうち東側の乗り場’（以下単に「東

側乗り場」という。）にシフトする目的で離岸した。 

 Ａ船は、右舷船首方から風速約６m/s の南東風を受ける状況下、東

進を続け、‘二つの遊覧船乗り場のうち西側の乗り場’（以下単に「西

側乗り場」という。）に入船左舷着けで係留されているＢ船の右舷方

に到達した。 

 船長Ａは、岸壁のビット付近で待機している運航管理者から船首配

置の機関長がスプリングラインを受け取ることができるようにするた

め、ふだんどおり船首がビットに向くよう左舵を取った。 

 船長Ａは、両舷主機を適宜後進に操作して前進行きあしを抑えると

ともに、機関長がスプリングラインを受け取った後、船体を岸壁に対

して平行にしようと右舵を取った。 

 船長Ａは、両舷主機の操縦レバーを中立の位置にして僅かな前進行

きあしでＡ船を着岸させようとしていたところ、船尾方から音が聞こ



えた。 

 船長Ａは、Ａ船を係留させた後、運航管理者とともにＡ船及びＢ船

を確認し、Ａ船の左舷船尾部とＢ船の右舷船首部に損傷があることを

認めた。（図１、図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 

Ｂ船 Ａ船（シフト前） Ａ船（シフト後） 
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※国土地理院 web サイト地図を加工して制作 
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図２ ふだんの着岸操船 

 

 船長Ａは、本事故の発生を安全統括管理者に電話で連絡した。 

 遊覧船乗り場の事務所職員は、本事故の発生を警察に通報した。 

 Ａ船は、スラスターが装備されていなかった。 

 Ｂ船は、無人の状態で、西側乗り場に係留中、Ａ船が衝突した。 

分析  Ａ船は、東側乗り場に向けて東進中、右舷船首方から風速約６m/s

の南東風を受けていたことから、岸壁寄りに圧流されていたものと考

えられる。 

 船長Ａは、Ａ船が岸壁寄りに圧流されている状況下、風向及び風速

を考慮せずにふだんどおり船首が岸壁のビットに向くよう左舵を取っ

たことから、岸壁に対するＡ船の進入角度が小さくなったものと考え

られる。 

 船長Ａは、西側乗り場に係留中のＢ船の右舷船首部にＡ船の左舷船

尾部が接近している中、Ａ船の船体を岸壁に対して平行にしようと右

舵を取ったことから、Ａ船がＢ船に衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、無人の状態で係留中、Ａ船が衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が、風速約６m/s の南東風を受けて岸壁寄りに圧流

されている状況下、船長Ａが、東側乗り場へ着岸操船中、風向及び風

速を考慮せずにＡ船を岸壁に接近させたため、岸壁に対するＡ船の進

入角度が小さくなり、西側乗り場に係留されているＢ船に衝突したも

のと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、風の影響を受けて着岸操船を行う場合、風向及び風速を

考慮し、進入角の調整をしながら着岸させること。 

 ・甲板上で作業に当たる乗組員は、操船者に対して、停泊船等と自
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船との相対位置関係について、適宜助言すること。 

 


